
党
市
議
団
が
行
っ
た
市

政
ア
ン
ケ
ー
ト
に
６
０
０

通
を
超
え
る
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ

た
要
望
や
市
民
の
声
を
も

と
に
２
６
８
項
目
の
予
算

要
望
書
を
作
成
。
東
日
本

大
震
災
、
福
島
原
発
事
故

を
ふ
ま
え
て
、
防
災
と
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

注
ぎ
、
市
民
の
安
全
安
心

に
応
え
た
予
算
編
成
に
な

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
議
団
と
岡
田
県
議
は

遠
峰
副
市
長
と
の
懇
談
で
、

▽
放
射
能
汚
染
の
き
め
細

か
な
測
定
と
除
染
▽
国
保

税
や
介
護
保
険
料
の
負
担

軽
減
▽
幼
稚
園
の
廃
止
計

画
を
中
止
し
、
子
育
て
支

援
の
充
実
▽
大
型
開
発
を

見
直
し
、
生
活
密
着
型
公

共
事
業
へ
の
転
換
▽
船
橋

市
が
実
施
し
た
よ
う
な
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
の

創
設
ー
な
ど
の
実
施
を
強

調
し
ま
し
た
。

副
市
長
は
、
市
議
団
の

質
問
に
丁
寧
に
答
え
、
放

射
能
除
染
で
は
12
月
議
会

に
軽
減
対
策
費
を
計
上
す

る
、
簡
易
式
測
定
器
を
20

台
購
入
し
自
治
会
を
通
じ

市
民
に
貸
出
す
こ
と
な
ど

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

市
議
団
の
要
望
に
つ
い

て
、
副
市
長
は
「
財
政
は

厳
し
い
が
検
討
し
、
文
書

で
回
答
す
る
」
と
約
束
し

ま
し
た
。

「しっかり発言、きちんと報
告します」 市政に関する、
ご意見・ご要望をお聞かせ下
さい。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
発行：日本共産党市川市議団議会報告
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震災関係補正予算のポイント
（市長提案、12月市議会で可決）

○放射線量低減対策収集運搬等委託料 20,521千円

○放射線量低減対策作業委託料

（小学校・中学校費） 2,000万円

○被災者用民間賃貸住宅賃借料 6,908千円

○被災分譲マンション支援事業補助金 2,000万円

○市排水路及び本庁管内公園施設修繕料 800万円

○消防団員等公務災害補償等共済基金掛金 912万円

○北方小学校渡り廊下新築工事費 4,300万円

※市は放射線量基準を0.23μSv/時未満に変更。そして部分除染も行

い、総務部に「放射能対策担当室」の設置、測定器も貸出す。住民

の運動と共産党も議会で要求してきたことが実現しています。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
11
月
11
日
、
大
久
保
市
長

あ
て
に
来
年
度
の
予
算
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
議
団
５
人
と
岡
田
幸
子
県
議
で
遠
峰
副
市
長
に

要
望
書
を
手
渡
し
懇
談
し
ま
し
た
。

11月14日、日本共産党千葉県委員会は国政に
関する来年度要望を各省庁に提出し、党地方議員

とともに省庁毎に別れて交渉。私たち党市議団も

参加しました。私は厚労省との交渉に臨み、自治

体の非正規雇用問題や公契約条例で発言し、対策

を要求。公契約では厚労省も検討していると回答

しました。

厚
労
省
と
交
渉
（
右
2
人
目
が
私
）
衆
議
院
会
館

放
射
能
で
孫
の
健
康
が
心
配
で
す

日本共産党市議団(私は左から３番目）と岡田県議は、遠峰副市長(中央）に

来年度の予算要望書を提出しました。（市役所内：市長控室）



市
長
は
、
12
月
市
議
会

で
77
歳
に
支
給
し
て
き
た

敬
老
祝
金
を
廃
止
（
そ
の

他
は
現
行
通
り
）
す
る
条

例
を
提
出
。
そ
れ
に
対
し

公
明
、
共
産
、
社
民
・
市

民
ネ
ッ
ト
、
み
ん
な
の
党
、

ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
５
会
派
に

よ
る
修
正
案
を
議
会
に
提

出
し
ま
し
た
。

修
正
案
を
提
出
、

僅
差
で
否
決

修
正
案
は
77
歳
を
５
千

円
、
そ
の
他
（
88
歳
・
99

歳
・
100
歳
以
上
）
は
一
律

１
万
円
に

す
る
。
祝

金
全
体
で

は
削
減
額

は
変
わ
ら
な
い
が
現
行
人

数
を
維
持
す
る
内
容
で
す
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

で
は
修
正
案
に
賛
成
５
、

反
対
５
で
同
数
。
委
員
長

の
判
断
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
場
で
は
修
正

案
が
19
対
21
の
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
、
市
長
提
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
６
７
年
か
ら
続
け

ら
れ
て
き
た
市
川
市
の
敬

老
祝
金
事
業
。
97
年
か
ら

現
在
の
制
度
に
し
た
も
の

で
す
。
廃
止
の

理
由
に
つ
い
て
「
平
均
寿

命
が
延
び
て
77
歳
は
長
寿

と
は
言
え
な
い
」
と
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
節
目

に
祝
金
を
届
け
る
こ
と
は

喜
ば
れ
励
ま
す
制
度
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
当
事
者

で
あ
る
77
歳
の
方
の
意
見

も
聞
か
な
い
こ
と
、
削
減

す
る
財
源
の
使
い
道
も
決

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
指
摘
。
多
く
の
人
に
喜

ば
れ
る
修
正
案
に
妥
当
性

が
あ
る
と
主
張
し
、
市
長

条
例
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

市
川
市
は
市
役

所
が
分
散
化
し
役

所
も
狭
い
こ
と
や

耐
震
性
が
低
い
こ

と
を
理
由
に
、
建

て
替
え
を
視
野
に

入
れ
、
新
た
な
整

備
手
法
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

９
月
市
議
会
で

は
、
７
つ
の
庁
舎

整
備
方
策
プ
ラ
ン

が
示
さ
れ
、
工
事

費
は
約
１
８
０
億

円
〜
２
２
０
億
円

程
度
。
12
月
市
議

会
の
一
般
質
問
で
、

来
年
度
は
新
庁
舎

建
設
基
本
構
想
を

策
定
し
、
基
金
の

積
み
立
て
（
工
事

費
の
30
％
を
目
安

に
約
60
億
円
）
を

開
始
す
る
。
13

年

度
は
庁
舎
建
て
替

え
の
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
作
成

す
る
と
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
考
え

方
と
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

防
災
拠
点
、
環
境

に
配
慮
し
、
ロ
ー

コ
ス
ト
と
な
る
よ

う
、
専
門
家
や
市

民
意
見
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
く

と
述
べ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
三
大
ニ
ュ
ー
ス

は
何
で
す
か
？
私
の
三
大

ニ
ュ
ー
ス
は
①
３
月
11
日
、

東
日
本
大
震
災
。
市
議
会

で
私
の
一
般
質
問
中
に
12

分
の
質
問
時
間
を
残
し
て

議
会
が
中
断
。
歴
史
に
残

る
記
憶
と
な
り
ま
し
た
。

②
43
歳
で
市
会
議
員
に
な
っ

て
、
連
続
５
期
目
の
当
選

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

支
持
者
に
感
謝
・
感
謝
で

す
。
③
８
月
14
日
で
60
歳

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
風
邪
ひ
と
つ
し
な
い
で

元
気
に
す
ご
せ
た
こ
と
が

自
慢
で
す
。

貞作通信 ＮＯ.２11 ２０11年12月11日 （２）

※2010年度敬老祝金の支給実績(市の資料から作成）

市
役
所
本
庁
舎
（
12
月
４
日
撮
影
）

11年２月市議会

○大町動植物園の施設連携、利用者増

の対策について
○市川大野駅を中心とした緑地の整備、

遊歩道のその後について

○塵芥収集等の契約方法について

○ゴミ分別の徹底、出し方について
○指定管理者制度について
※3月11日の私の質問中、地震発生し中断

11年６月市議会
○危機管理、被災者への対応について

○事業仕分けについて

○駅前の放置自転車対策のあり方

○入札改善による労働者保護の考え方
○旧北高校跡地の利用について

11年９月市議会

○原発に対する市長認識について
○市長の自ら痛みを伴う改革について

○住宅防災リフォーム助成制度の状況

○火災警報器の設置状況、今後の対策
○子ども議会開催の考えについて

11年12月市議会

○介護保険の次期計画の考えについて
○清掃入札の問題点について

○公契約条例の考えについて

○土砂災害防止法による区域指定

○北東部地域の水と緑の回廊計画
(※議員は１人１時間の質問ができます）

年齢(現行） 支給（１人） 対象人数

77歳 １万円 3,140人

88歳 ２万円 964人

99歳 ３万円 73人

100歳以上 ５万円 115人

合計 5,862万円 4,292人

【庁舎整備の経過】

1997年3月 第１庁舎耐震診断（is値0.33）

1998年11月 第２庁舎耐震診断（is値0.34）

2009年1月 第３庁舎耐震補強工事完了

2011年5月 庁舎整備方策業務委託を契約

「
市
川
山
の
会
」
後
援
会
の
み

な
さ
ん
と
三
ッ
峠
を
登
山
。
快

晴
で
富
士
山
（
写
真
後
方
）
が

き
れ
い
に
見
え
、
励
ま
さ
れ
ま

し
た
（
11
月
12
日
）


